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“旬の和食”和モダンな雰囲気でゆったり食事

東町 4-38-24 ☎ 042-382-8182
旬料理 一心

司 法 書 士 藤 原 康 弘 事 務 所
小金井市東町４－38－28－101 ☎042-386-7781

相続・遺言・登記手続き等お気軽にご相談ください。

本・カフェ 大 洋 堂 書 店
☎ 042-
381－2148

寝具リース・リネンサプライ・備品レンタル

東 京 都 江 東 区 南 砂 5 － 1 5 － 1 1

ＴＥＬ 03-3645-8511 ＦＡＸ 03-3645-1311

松本寝具株式会社

あ な た の 街 の で ん き や さ ん
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ニノハシ生活彩館

思い出作りのお手伝い デジタルプリント、ＤＰＥ

（有）フォトリバース

小金井市東町４-３７-２２ ☎ 042-381-4874

小金井市東町2-24-17

電話:0422-32-5071

就労継続支援Ｂ型

希望の家

ＮＰＯ法人福祉会
希望の家
障がい者総合支援法

あ な た の 街 の 便 利 屋 さ ん
有限会社ブライト
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◎農工大落研が教える 落語体験会 せんす
や手ぬぐいの使い方や、簡単な落語を体験!
/時2月2日(日)14:00～16:00/所公民館貫井
北分館 生活室A・B/問公民館貫井北分館窓
口042-385-3401 ※定員16人(申込順) 市内
在住、在勤、在学者対象
◎未来のまちづくり体験ゲーム vol.2 SIMu
けいみらい2030 架空のまちの部長になり、
まちの未来を考えるシミュレーションゲー
ム/時2月9日(日)14:00～18:00/所市民会館・
萌え木ホール/主こがねいとりもち団/問1月
31日までにコミュニティ文化課FAX042-388-
1323、またはeメールkoganei.shiminryoku@
gmail.comにて申込み（定員30人・申込順）

◎『週刊 渡辺大三NEWS Vol.44』「西岡市
長が推薦する市議候補 福祉施設個人情報を
盗用」他(1月6日)/発行:情報公開こがねい/
問090-3345-6929
◎『坂井えつ子のつながる小金井通信 Vol.
47』「西岡市長 “気候非常事態宣言”に積
極的。Ｃo２削減を強力推進と発言！」他(1
月10日)/発行：緑・つながる小金井/問090-
1796-7652
◎『市政レポート』「2019年度 村山ひでき
活動報告号 2019年を振り返って･･･第１回
から第４回までの定例会と村山ひできの一
般質問」他(1月16日)/発行:村山ひでき事務
所(みらいのこがねい会派)/問042-386-5543

小金井インフォメーション

市議発行物イベント

上位15社中10社が増益

本紙が東京商工リサーチ（立川支店）

の協力を得て発表している小金井市内企

業の利益ランキング。2018年度決算の結

果は右表の通りとなった。上位15社のう

ち10社が増益。業種別に

見ると病院や保育などに

増益の企業が多く、建設

関連に減益の企業が目立

つ。前年度11位だった金

澤建設は18年度1.3億円

の減益となり、上位15社

ランク外となった。

上位15社の純利益額を

合計すると約53億円で前

年度より約２億円の増と

なった。企業の利益は市の税収に影響す

るが、市の18年度決算カード（速報値）

によると法人税収は約7.7億円で前年度

比約2.5％増。現在、市内企業全体が増

益の傾向にあると見られる。

利益ランキング小金井市企業

※2018年４月～2019年３月決算、売上高５億円以上の企業・団体。㈱東京商工リサーチ調べ

● 小 金 井 市 内 企 業 利 益 ラ ン キ ン グ

可燃ごみ処理施

設が日野市と日野

市民の皆さんのご

努力とご理解によっ

て、今年４月から

稼働する運びとな

りました。お礼を申し上げます。

先送り行政のつけ

市議30年間のごみ処理施設建設の経

過で痛恨の極みだったのは、稲葉孝彦

市長時代のごみ処理行政のミスでした。

国分寺市へのごみの搬入量の見積もり

のミスで、全量を燃やせなくなったこ

とです。その結果、小金井市の可燃ご

みを多摩26市の皆さんの「人道的支援」、

「広域支援」に頼らざるを得なくなった

のでした。長年にわたって焼却場に苦し

んできた周辺住民が「市の計画を持つべ

き」と指摘してきたにもかかわらず、小

金井市はこうした声も聞かず、課題を先

送りし、行き当たりばったりの対応をし

てきました。そのつけが回ったのだと思

いました。

問われる市の姿勢

その後の佐藤和雄市長はごみ処理が止

まる危機的事態を招き辞職。稲葉市政が

復活し、日野、国分寺との共同処理の

道筋が敷かれ今日に至っています。し

かし今後の市の姿勢が問われています。

日野の期限は30年

新たな焼却場の共同処理の期間は30

年間。30年はあっという間です。可燃

ごみの焼却処理をゼロにする方策を今

から検討し、自律したごみ処理方針を

打ち出すことが必要だと考えています。

そのためにも西岡市長が策定しようと

している一般廃棄物処理基本計画（今

後11年間の計画）は30年後を見越した

計画とし、速やかに庁内に将来計画策

定研究プロジェクトを設置していくこ

とが必要です。

可燃ごみゼロへ あらゆる方策を

また、ごみの減量とリサイクルの施策

の手を緩めないこと。西岡市長はこれま

でリサイクル事業の重要な役割を果たし

てきたリサイクル事業所を廃止しようと

しています。存続させましょう。そして、

生ごみ処理や紙おむつのリサイクル化な

どを抜本的に強め、燃やすことだけに頼

らず、自市内で処理できるあらゆる方策を

打ち立てることです。可燃ごみをゼロにす

ることは１日にしてならず、です。
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小金井市ごみ問題30年後を見据えた計画を

痛恨の極み 稲葉市政ミス
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